




サミュエル・ベケット (Samuel Beckett, 1906-1989) の戯曲『ロッカ
バイ』(Rockaby, 1981) の演出過程を追ったドキュメンタリー・フィルム
のなかで，面白いエピソードが紹介されている。ベケットは TV作品『幽









問題が含まれている。それは台本 (texte) と演出＝実現 (réalisation) の水





のあらわれだと言えるだろうし，『勝負の終わり』(Fin de parti, 1957 /
























































































« insensiblement » に従うならば，この振動は，身体の感覚器官によって
は捉えられない，と言ってみてもよい。だが，ベケット自身がこの語を
« imperceptibly » と訳していることは，この作品においては，感覚





























ぬほど見ること。」(M 37, I 30)「眼は闇のなかで閉じ，ついに彼女を見





れ，「実際の闇のなか」であれ (M 28, I 24)，いっさい支障がない。この
ような，現実か想像か区別のつかない老女のあり方は，哲学者マールブラ
ンシュ (Nicolas de Malebranche, 1638-1715) が「想像力」を喩えるの






り手は言う；M 51, I 41）を求めて躍起になる「眼」には，けっしてその
区別が問われることはない。語り手が「［老女は］突然もはやどこにも見










って。」(M 8, I 7-8)「両手。俯瞰。それらは互いに組み合わされて，下
腹部の上に置かれている。けばけばしい白。それらの軽い鉛色は黒い背景




11, I 10, etc.)。同様の構図で子羊たちも「草のなかの白いしみ」であり




よって黒いしみが鏤められている (M 55, I 44)。白地に黒の構図は，雪
が降ることによってももたらされる。雪原の黒衣の老女と，彼女が落とす
影 (M 18, I 15)。彼女の住む小屋の壁は白く，扉や屋根は黒い (M 53-
54, I 42-43)。「眼」が「ついに遠くに見分ける」「しみのようなもの」は，



























まる闇のなかで薄れていく椅子の「変化」を語り手が « moindre / less »
と言い表すことは，「本当は照明が」少ないにせよ，何よりも「眼」にと


















剤。」(M 49-50, I 40)「決心は固められたとたん，あるいはむしろずっと
後になって，なんと言う？　終わらせるために，ついに最後になんと言い













東の窓から金星が昇るのを見，西の窓から沈むのを見る (M 8, I 7)。また，
金星が沈むやいなや，彼女は東の窓からこんどは月が昇るのを見る (M
10, I 9)。「彼女にはひとり身内がいる。身内には彼女がいる。」(M 15, I
13)「彼女は行きつ戻りつする。しかしたいてい彼女は動かない。立って
いるか座っている。横たわっているか跪いている。」(M 25, I 21)「結局
彼女は行ったり来たり (le va-et-vient / the back and forth)を始めるに至
る。南北軸上を壁から壁へ揺れ動く。」(M 60, I 47) 老女が食事をする姿
も，「ゆっくりと器を唇に運び，それと同時に同じ遅さで頭を器の方へ傾
ける」という「対をなす動き(double mouvement / twin movement)」
で表される (M 43-44, I 35)。彼女の両手は「握り締められる。緩められ
る。スローモーションで収縮拡張 (systole diastole)」(M 39, I 31)。彼女
の唇にもそのような対がつきまとう。「かつて与え受けた口づけ (baisers
donnés et reçus / kisses given and received) のありそうもない舞台。あ





は「少しずつ消え」ては「ゆっくりと再構成される」(M 25-26, I 21-22)。
小屋の戸口の敷石も「幾世紀もの行き来 (allées et venues / comings and







「動かないか遠ざかっている」(M 27-28, I 23)。小屋の崩壊を表す « croule-
ment / collapsion »という「あまり普通でない普通名詞」は « languide /
slumberous » という形容詞で「強められるか，さもなければ弱められる」
(M 70, I 55)。
語り手の探求に属するこうした＜対＞の設定は，ベケットの作品に，
昔からつねにつきまとっていたものだ。『見ちがい言いちがい』の語り手
の問いは，『ゴドーを待ちながら』(En attendant Godot, 1952 / Waiting






























































(insensible laisser-aller / imperceptible laxness)」がある。もちろん「眼」
には捉えられていないこの「弛み」，この「微笑み」は，語り手の探求に



















































































せられる « mal / ill » も，語り手の「なんと言うか」という問いが「なん




































次作『いざ最悪の方へ』(Worstward ho, 1983) とも関連して，いずれ充
分に考えられねばならないだろう。
凡　例
『見ちがい言いちがい』のテキストは，Samuel BECKETT, Mal vu mal dit,
Éd. de Minuit, 1981. および著者自身によるその英訳 Ill seen ill said, John
Calder, 1982.（英国初版，版組は 1981 年 Grove Press 社の米国初版と同じ）に
基づいている。また，近年刊行された批評版 Samuel Beckett’s Mal vu mal dit / Ill
seen ill said, A Bilingual, Evolutionary, and Synoptic Variorum Edition, ed.
84
Charles KRANCE, Garland, 1996. も参考にした。この作品からの引用にかぎり，





1) D. A. PENNBAKER and Chris HEGEDUS, The film of Rockaby, The
State University of New York, Program in the Arts, New York :
Pennebaker Associates, Inc., 1982.
『幽霊トリオ』からの引用は，The Complete Dramatic Works, Faber and
Faber, 1986, p. 408.
2) Enoch BRATER, Why Beckett, Thames and Hudson, 1989, pp. 86-87.
安達まみ訳『なぜベケットか』白水社，1990 年，100-101 頁。引用は訳書によ
る。
3) 厳密には，仏原語は « insensiblement »（感覚で捉えられないほど），英原語
は « imperceptibly »（知覚できないほど）。だが，本論考では両者を区別せず，
一貫して「眼に見えないほど」と訳す。なぜならば，本文中でも述べるように，
この作品で重要なのは，感覚 (sensation) と知覚 (perception) を区別すること
ではなく，「眼」と語りとを区別することだからである。
4) « la folle du logis » という表現は，実際この作品の仏語版に用いられている
が，ベケットは，英語版ではたんに « imagination » と訳している (M 21, I
17)。ちなみに，マールブランシュの『真理の探究』（De la recherche de la
vérité, 初版 1675 年）第二巻「想像力について」は，「身体のなかで起こること
からすれば，感覚と想像力には程度の違いしかない」と繰り返し説く。
5) En attendant Godot, Minuit, 1952, p.14 / The Complete Dramatic
Works, p.14.
6) Alan SCHNEIDER, < Waiting for Beckett >, 1958, in Beckett at 60 : A

















8) Tom DRIVER とのインタビュー（1961 年）。Samuel Beckett : The
Critical Heritage, ed. L. GRAVER & R. FEDERMAN, Routledge &
Kegan Paul, 1979, p.218.






問題として存在するからです。混乱 (the mess) を収める形式を見つけること，
それがいまの芸術家の義務なのです。」
10) ベルクソンが『意識の直接与件についての試論』(Essai sur les données







Édition du Centenaire, P. U. F., 1959, p.66)
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